
（別紙－３）

設計図書等（参考資料を含む）の質問に対する回答書
№１

平成１７年 ９月１６日

諫早土木事務所長
所 長 川原 孝 印

下記工事（委託業務を含む）に対する質問について、回答いたします。
記

工事番号 １７都街地特 第 １－３ 号 入札予定年月日 平成１７年 ９月２７日

工 事 名 破籠井鷲崎線立体交差工事

工事箇所 諫早市 幸町 地内

（参考資料）

Ｑ１．第２１，２５～２６号代価表に関連する「入力条件一覧表（鋼矢板Ⅳ型 」について）

・⑥杭径杭長別１０本当り施工日数は大枠で囲われた最大 値２５を超え５０以下をすべてのN

代価表で採用されていると判断してよろしいのでしょうか。違うものがあれば代価表番号の

公表をお願いします。

また、Ⅱ ④ の「本／日」を「日／１０本」に換算する場合、少数第何位を四捨五入もし-5- -2

くは切り捨てて第何位止めとしていますか。

・諸雑費の決定条件である「岩塊・玉石・軟岩(Ⅱ)を２ｍ以上施工する場合 」に該当するのか。

しないのかを代価表番号別に公表をお願いします。

Ａ１．第２１、２５～２６号代価表は大枠で囲われた最大 値２５を超え５０以下をすべての代価表N

で採用しています。また 「本／日」を「日／１０本」に換算する場合、少数第２位を四捨五入、

して、少数第１位止めとしています。

諸雑費の決定条件は、９／１５付け質問に対する回答書で添付している仮設工数量表を参照して

ください。

機 関 名 諫早土木事務所 担当課(室)名 都市計画課
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Ｑ２．第２７～３２号代価表に関する「入力条件一覧表」について

・⑥杭径杭長別１０本当り施工日数の大枠で囲われた最大Ｎ値２５を超え５０以下かつ圧入長値

１３を超え１６以下は圧入長が第３０～３２号代価表にあてはまりませんが係数は太枠通りです

か、それとも圧入長別に計算しているのですか。

・諸雑費の決定条件である「岩塊・玉石・軟岩(Ⅱ)を２ｍ以上施工する場合 」に該当するのかし。

ないのかを代価表番号別に公表をお願いします。

Ａ２．すべて最大Ｎ値２５超え５０以下で圧入長別に計算してください。ただし、１７ブロックについ

ては掘削長土( < ) 土( ≧ ) 軟岩 計 圧入長は１３を超え１６以下N 20 3.9m, N 20 2.6m, 12.0m 18.5m

で積算してください。

諸雑費の決定条件は、９／１５付け質問に対する回答書で添付している仮設工数量表を参照して

ください。なお、決定条件は「岩塊，玉石， ・(Ⅱ)を連続して２ｍ以上施工する場合」軟岩(Ⅰ)

に適用するとなっています。

Ｑ３．第０３号明細書「仮設工（土留め工 」について）

・山留材賃料の数量８７．８０１ｔ（第１０５号代価表 、５．１３７ｔ（第１０６号代価表））

の数量が図面番号９０号のＷ１４・Ｗ１５ブロック鋼材表の数量８２．９９３ｔと合わないの

で数量の内訳の公表をお願いします。

Ａ３．山留材賃料８７．８０１ｔ、５．１３７ｔで積算してください。数量の内訳は別添ブロック鋼材

表を参照してください。
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補足資料「１４，１５、１７～２２ブロック鋼材賃料期間」表について

Ｑ４．それぞれの鋼材の賃料期間を公表して頂けないでしょうか。算定表で公表していただく場合は各

工種の小数点以下の取扱い、想定班数、打込（設置）期間、在場期間、休日補正、引抜（撤去）

期間の計算方法も合わせて公表をお願いします。

Ａ４．中間杭３３７日、鋼矢板ＡⅣ型４５０日、鋼矢板ＢⅣ型及び鋼矢板ＡⅢ型３８７日、腹起・切梁

・火打ち２４８日（盛替梁含む 、１４～１５ブロックの腹起・切梁・火打ちの残置分３７０日）

で計上しています。

Ｑ５．数量欄にはすべてのブロックの工種別総数が記載されていますが、すべてのブロックの工期を算

定した合計から賃料期間を計算するのですか。それとも１４～１５ブロックと１７～２２ブロッ

クは分けて計算されていますか。

それ以外であればブロック別の計算方法の公表をお願いします。

Ａ５．ブロックを分けて計算せず一連の工事として全ブロックまとめて計算しています。

Ｑ６．在場期間には休日補正をされていますか。されていない場合は契約変更の対象となりますか。

埋戻は在場期間として計算されていますか。その場合、休日補正も考慮されていますか。

Ａ６．賃料計算に関係する全作業を休日補正しています。また、埋戻も在場期間として計算しておりま

す。

Ｑ７．第０３号明細書「仮設工（土留め工 」のアンカー工に計上されている山留材賃料に関する資料）

がありませんので供用日数を公表してください。算定表で回答していただく場合は各工種の小数

点以下の取扱い、打込期間、休日補正を含む在場期間、撤去期間の計算方法の公表も併せてお願

いします。

Ａ７．４５０日計上しています。
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Ｑ８．参考資料「 ～ ﾌﾞﾛｯｸ 鋼材賃料期間」の表の末尾に「残置分は６０日を加える」ある14,15,17 22

いは 「１２０日を加える」などどありますが 「土木工事標準積算基準書」の“鋼矢板の賃料期、 、

間の算定”の算定方法で算出したものに、さらに加えるという意味でしょうか。

Ａ８．ご質問のとおりです。

Ｑ９．油圧式杭圧入引抜機の据付解体について

機械の据付・解体費用は、計上できませんか。

． 、 。Ａ９ 請負者が決定した後に 長崎県建設工事標準請負契約書第２４条に基づき協議を行ってください
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